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にいがた CITY NOW新潟の“今”の話題・情報をピックアップ
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大変貴重な「のぞきからくり」
　昭和初期まで縁日に用いられた仕掛け屋台「のぞき
からくり」は、当時のまま保存されており、実演でき
る状態のものは、全国的にも珍しく大変貴重なもので
す。イベントや団体での依頼で、上演することがあり
ますので、ぜひ一度見に来てください。
※関連記事を情報ひろば３面に掲載

施設の職員に聞きました

　旧消防庁舎を利用した同館は、巻地区の古文書や民具な
どの郷土資料の保存・収集と公開をしています。新潟市指
定有形民俗文化財の「のぞきからくり」（屋台一式）や同文化
財の「越後毒消しコレクション」からは、毒消し薬の製造に
使っていた道具や薬袋、行商の際に着ていた衣装などを展
示しています。年に３回ほど、巻地区の歴史文化や郷土の
芸術家の企画展も開催しています。

おでかけ日和おでかけ日和 お出かけにぴったりなお出かけにぴったりな
市内の施設を紹介します。市内の施設を紹介します。

開館時間：９時～16時半　※月曜（休日の場合
翌日）、休日の翌日（日曜の場合翌火曜）、年末
年始休館
入館料：無料
駐車場：20台

施設名 巻郷土資料館
（西蒲区巻甲☎0256-72-6757）

同館　館長
浜田

連載

▲同施設
ホームページ
はこちらから

９
「にいがた２km」内のまちづくりやイベント情報などを発信

■問 都市政策部（☎025-226-2711）

4

「にいがた２㎞」緑化計画進行中

連　載

　新潟市の都心部の緑を増やすことを目的として、民有地の緑化費用の一部を補助
する「新潟都心地域民有地緑化支援事業」の活用事例第１号を紹介します。

緑豊かで歩いて楽しい「にいがた２㎞」へ
　本町バス停前にあるおしゃれな花壇は、ビル
のオーナーである東光商事株式会社が、新潟市
の補助金を活用して設置しました。
　街を行き交う人々やバスを利用する人に、萬
代橋からの沿線をイメージしたデザインの植栽
を楽しんでもらえます。
　さらに魅力的になった「にいがた２km」をぜひ
歩いてみてください。

緑化に興味がある人を募集中
　同事業について、詳しくはホームページ=右=をご覧ください。

　新潟市公式ニュースサイト「ニイガタニキロニュース」内の「おでかけ
２km」コーナーで、イベント情報を紹介しています。
　毎週更新しているので、ぜひチェックしてください。

新潟市職員新潟市職員
「ニイガタニキロー」「ニイガタニキロー」

が紹介しますが紹介しますニュース
ニキロ市報

で

令和６年能登半島地震関連情報 No.10
道路（公道）の復旧工事を進めていきます
　被災した道路（公道）の復旧工事を、下記のスケジュールで進めていきま
す。対象工事周辺の地域の人は理解と協力をお願いします。
■問 土木総務課（☎025-226-3009）

●復旧工事スケジュール　

●新潟市が実施する工事内容　
　側溝の入れ替え、舗装のやり直し、民地と道路のすり付け

※道路の復旧工事の前に下水道の復旧工事が必要な場合は、令和８年度以降工事完了予定
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順次実施中

道路と民地との境界や復旧後の道路の高さ
を確認

秋ごろ～

工事の内容が決まり次第、順次回覧な
どでお知らせ

地震発生からおおむ
ね２年以内での完成
を目指す

民地 民地

被災後の道路高

舗装
敷地かさ上げに
よるすり付け

段差解消の
すり付け

道路と民地
の境界

道路と
民地の
境界道路復旧の高さ
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市内外から寄せられた義援金を配分
　地震により亡くなった人、重傷を負った人、住家
被害のあった世帯へ配分します。対象世帯には順次
案内を送付します。　※配分額は被害状況により異
なる。詳しくは新潟市ホームページに掲載
■問 税制課（☎025-226-1502）、市民税課（☎025-
226-2243、☎025-226-2253）

スマート
フォンは
こちらから

宅地復旧などの支援制度を検討中
　地震による液状化で被害を受けた宅地の復旧や建物下の地盤
改良などの工事に対して、補助率３分の２・上限766万６千円
を助成できるよう検討しています。　※個人負担あり。詳しく
は決まり次第、新潟市ホームページに掲載


